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令和６年 8月定例駐在員会 要旨 

令和６年 9月 2日（月） 

 

〇委嘱状交付式 

 

○町長あいさつ 

新しく駐在員になられた 3名、引き続き駐在員をされる方々には、集落への行政の

情報伝達という形でお世話になることになる。皆さまの活躍により、地域が活性化し

ていくのであろうと思っているところである。 

各集落の情報が常に役場がまとめられるよう、集落には集落支援員を配置している

ので、多いに活用していただきたい。 

職員には、役場は町民の役に立つ場所であるという意識を絶対に忘れないように

常々話している。地域行事においても積極的に職員が参加をして地域を盛り上げて

いく仕組みづくりを常に行っている。 

8 月 20 日に龍郷町の中学校のあり方について、検討委員会から提言があった。

今後、駐在員を中心に、地域住民と共有をしながら、この問題に取り組んで参らねば

ならないと思っている。駐在員の皆さまも、本日配布をしている報告書を熟読して

いただいて、地域における考え方を知っていただきたい。 

集落の課題について、できることはすぐやる、できないものは長期計画にて進めて

いきたい。駐在員のみなさまが、地域の情報を行政に伝達することで、龍郷町に住んで

いて良かった、また、これから住みたいということになっていくと思われる。忌憚の

ないご意見を賜りたい。 

 

○副町長あいさつ 

駐在員の皆さまには日ごろからお世話になっており、先日の町議選においては、選挙

事務、その直後は、台風 10 号で公民館の避難所開設、災害調査の同行などしていた

だき、感謝申し上げる。 

行政と住民の方の橋渡しをしていただき、助かっている。 

健康に留意して、がんばっていただきたい。2年間、よろしくお願いします。 
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○各課からの伝達事項 

1．敬老祝い金の配布について（保健福祉課） 

9 月 5 日と 6 日に町長が 90 歳以上の対象者宅を訪問して敬老祝い金を配布する。 

今日で名簿と祝金を用意し、明日から 80歳代の配布ができるようにする。町長代理の

職員と日程等を打合せし、支給していただきたい。 

 

 

２．カーブミラー等設置要望調書について（総務課） 

例年行っているカーブミラーの設置要望書の提出を 9月 20 日までにお願いしたい。 

新規設置の要望が減っている現状から、老朽化しているカーブミラーについても、要望を

受けることにする。予算の範囲内において、可能な限り、設置をしたい。 

 

 

３．災害時の備えについて（総務課） 

自主防災組織の育成補助金交付申請書を配布した。 

毎年、自主防災組織の育成補助として、1 集落あたり 5 万円の予算措置を行っている。

本日、保存水と備蓄食料、簡易タンクも配布しているので参考にしてこれらの購入に充てて

いただきたい。 

また、今年度から避難所を開設した際には 15,000 円を、避難所運営費で予算計上して

いるので、避難所にて費用が発生した場合、申請をしていただきたい。 

 

 

４．非常食について（子育て応援課・保健福祉課） 

消防や自衛隊が災害時に活動を行うが、災害で規模が大きい場合、地域住民が隣同士

助け合うことが大事である。主な取り組みでは、集落における自主防災活動、地域の防災

訓練、日用品・救急セット・簡易トイレ・水・食料の準備である。 

本日、1 食分ずつ作れる非常食を参考として配布した。避難してきた人数に応じて使用

することができ、賞味期限が近づいてきたときは、配布することもできるため、利用しやすいと

思われる。 

水は、5 年保存、10 年保存がある。普通の水より割高であるが、長期間保存できること

から、使い勝手が良いと思うので、これらを準備していただきたい。 

また、赤ちゃんのために液体ミルクやベビーフードの用意もお願いしたい。 
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５．令和 7年度コミュニティ助成事業について（企画観光課） 

本事業は、宝くじを活用した助成事業となる。鹿児島県より、来年度の募集案内があり、

申請上限は 2 集落。申請を希望する集落は 9 月 13 日までに申し出て、申請が決定した

集落は、9 月 24 日までに書類提出していただくスケジュールである。 

コミュニティ助成事業は、一般コミュニティ助成事業、コミュニティセンター助成事業、地域

防災組織育成助成事業等があり、集落や校区単位、自主防災組織が申請して、購入した

物品はそれぞれの団体で維持管理することになる。 

 

 

 

○地域おこし協力隊活動報告 

川﨑隊員 

・かんもーれ！たつごう民泊で、北海道から 36 名を受け入れ、7 月 28 日から 8 月 1 日

まで北海道の小学 5.6 年生、高校生合計 36 名 3 泊 4 日の教育民泊を行った 

・7月28日から8月31日までインターンシップ生2名を受け入れ、活動内容については、

広報たつごうにて紹介する 

・12 月に東京から 120 人、来年の 2月には大阪から修学旅行で 120 名が民泊予定 

 

 

竹内隊員 

・空き家対策ガイドブック「将来、自宅をどうする？」が完成 

・かごしま空き家対策連絡協議会に出席し、龍郷町空き家相談会の実施報告をした 

・大和村の小規模多機能施設計画を視察、居住支援について意見交換を行った 

・瀬戸内町のコワーキング施設を視察 

 

 

〇定住支援員活動報告 

谷支援員 

・住もうディ！の相談件数 16 件 

・空き家バンクの登録準備物件 2件 

・危険空き家の現状調査にドローンを導入 

・リフォーム助成物件 3件・解体助成申請物件 1件の現状調査 
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○その他 

敬老会の日時について（企画観光課） 

開催日時が決まっている集落は教えて欲しい。 

秋名・幾里  9 月 29 日  11：00 

嘉渡   9 月 29 日 秋名・幾里の終了後 15：00 

円   9 月 8 日 16：00 

安木屋場  9 月 8 日 15：00 

龍郷   9 月 8 日 16：00  

久場   開催なし 

瀬留   9 月 8 日 15：00 

玉里   9 月 8 日   15：00  

屋入   未定 

浦    9 月 8 日  16：00 

大勝・川内   9 月 8 日 

中勝    9 月 8 日  15：00 

戸口  9 月 8 日  13：00 

手広   9 月 8 日  16：00  

赤尾木   9 月 8 日  12：00 

芦徳   9 月 8 日  14：00 

 

 

しまバスの赤尾木路線廃止について（企画観光課） 

先週、奄美市の公共交通の会議である地域公共交通活性化協議会が開催された。 

赤尾木から赤木名の外金久線について、現在、しまバスで自主路線として1日6便運行

しているが、利用数、昨今の経済状況を鑑みて路線が廃止されることになった。 

奄美市の自家用の有償旅客運送が 1 日 2 便運行することになった。3 集落の皆さま

には、時間帯決定次第連絡をする。 


